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Evaluation of Convective Boiling in Oscillatory flow
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて，実験装置についてご説明いたします．
実験装置は十分に脱気したイオン交換水を作動流体とする強制流動沸騰系であります．ポンプから圧送された水はプレヒータで予熱された後，ロータメータ，オリフィスにより所定の流量に調整された後，テストセクション部へと流入いたします．テストセクション部では交流電源による直接通電加熱を行い，沸騰二相流を形成いたします．テストセクション部を出た二相流はセパレータにより気水分離され，それぞれリザーバタンクへと戻ります．また，テストセクション上流部にはピストン－クランク機構からなる加振器を設置しており，ポンプからの定常流に変動を付加することで，任意の脈動周期，脈動振幅を有する流動脈動流を人為的に形成しております．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テストセクションはSUS304製のステンレス円管を用いており，加熱長さ1000mm，内径5.0mm，外径5.3 mmと熱容量の小さいものを薄肉管と称し，加熱長さ，内径は同様で外径11.0 mmと熱容量の大きいものを厚肉管と称しております．
実験条件はテストセクション出口部の圧力トランスデューサ―により規定している系圧力を0.3 Mpa，テストセクション入口流体温度60℃，定常質量流束300kg/m2s，脈動周期4sおよび脈動振幅比1.0としております．また，CHF判定温度は薄肉管では233.5℃，厚肉管では600℃としております． 
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